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特別な教育的ニーズをもつ児童生徒の学ぶ教室環境に関する一考察
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要約：教室環境は，特別な教育的ニーズをもつ児童生徒の行為に影響を与え

ている。様々な環境刺激に対して敏感な児童生徒の学ぶ教室では，環境刺激

の一部である掲示物や備品，教材教具等にも十分な配慮を必要とする。そこ

で，特別な教育的ニーズをもつ児童生徒の学ぶ知的障害特殊学級（小学校15

学級，中学校8学級）の掲示物や備品等の実態を調査し，そこに在籍する児

童生徒の実態や担任教師の属性と関連づけながら検討した。結果，掲示物が

児童生徒の身長や言語発達などに即した配慮がなされていること，担任教師

の属性が少なからず関係していることなどが明らかになった。また，児童生

徒の響動傾向に拍車をかける可能性を示す掲示物の実態も明らかになり，児

童生徒の日頃の行為と掲示物や備品，教材教具等との関係について質的な検

討をすべきであるという課題を残した。

キーワード　教室環境，掲示物，備品，特別な教育的ニーズ，児童生徒

1　問題と目的

　人の行為は，あらゆる生活局面においてその環境との関係に依存している。人の行為と

環境との関係について，環境の中に意図的・非意図的に埋め込まれた価値や意味を人は直

接的に知覚しながら行為を成立させているとGibson（1979）は指摘している。いわば環

境如何により行為が発生する（NOrman　1990）と考えることが可能である。

　学校場面に目を転じれば，児童生徒の行為は学校生活の基盤となる教室環境に強く影響

されると言える。教室環境については，学習面のみならず社会的・文化的な側面からの考

慮が多様に取り入れられて構成されているのが現状である。教室環境を適切に構成するた

めの多様な配慮の例として，広瀬（！997）は，居心地のよい落ち着いた場所，様々な活動

がしゃすいような配置，時間割や日課のわかりやすい表示，子どもの作品や活動の結果を

生かした展示や発表などを挙げている。また，伊藤（2000）は“教室の机の配置，装飾，

清掃の行き届いた物的条件の整備がある。担任教師の様々な配慮でなごやかな教室になる

こともあり，限られた条件の下でも少し工夫するだけで教育効果を上げることができる。

＊山梨県立ふじざくら養護学校　＊＊障害児教育講座
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教室を見ればその学級担任の学級経営に対する考え方がわかる”と教室環境の重要性につ

いて強調している。

　教室環境の構i成について，装飾の工夫に関する文献は多い（例えば，前田2000，清水1994，

GartOn1967，吉田1981，小田1989）が，掲示物や備品，教材教具等を必要最低限に整理

し，児童生徒が授業に集中しやすい教室環境を整える，とする指摘は少ない。通常の教育

的な配慮だけでは発達の保障が十分にしにくい知的障害や自閉性障害など，もしくは特別

な教育的ニーズをもっと言われる児童生徒の行為に，教室環境が特に強く影響を及ぼすと

の指摘（古屋1995，金丸・古屋・渡邊2001，尾崎・池田・錦戸・草野2001，バーンズ亀山

1999）がある。よって，教室環境の構戒要素である掲示物や備品，教材教具等にも細心の

注意が必要であると考えられる。例えば，様々な環境刺激の取捨選択を不得意とするため，

授業に十分に集中して参加できなかったり，比較的十分な時間の着席ができなかったり，

動き回るなどの様々な行為を示す児童生徒がいる。その行為の原因を児童生徒の側にでは

なく，それらの行為を導いた教室環境，またはその教室環境を作った教師に原因が存在す

ると考えることも可能である。

　そこで，本研究では，知的障害※註）をもつ児童生徒の通う学校教育法第75条の学級

（以下，知的障害特殊学級とする）の教室内の掲示物や備品，教材教具等の実態について，

児童生徒の実態や担任教師の属性との関係から分析を行う。その分析を通して教室環境の

構成の在り方について検討することを目的とする。

ll方法

1．調査対象

　調査対象はY県内の小・中学校の知的障害特殊学級である。在籍児童生徒数によって掲

示物の種類や量等に変動が生じる可能性があるので，在籍児童生徒1名の学級に限定した。

該当する学級全52学級の中で，個別に打診して了解を得られた小学校15学級，中学校8学

級の調査を実施した。

2．調査期間

　平成13年9月下旬から12月下旬，主に放課後の時間帯に調査した。

3．調査項目

　以下の各項目を計測または担任教師からの聞き取りにより調査した。

（1）掲示物や備品，教材教具等の実態

　①目的や意図について次の4通りに分類

　［学習の成剰　：例えば，児童生徒の作品や授業で児童生徒が取り組んだプリント等

　［学校生活］：例えば，時間割や避難経路図，めあて，学級通信等

　［学習の確認］：例えば，五十音表や漢字表，数字の表，九九の表等

　［装飾・その他］：例えば，季節感のある装飾やポスター，掲示物の見出し等

　②制作方法について次の3通りに分類

　［手作り］：例えば，児童生徒または担任教師が作成した装飾や作品等

　［既製品］：例えば，市販されている装飾や教材等

　［印刷物］：例えば，学級通信や校務分掌の係によって作成・印刷されたもの等
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③教室の［備品の量］と［整備状況］

　教室内を撮影した写真を用いて，教室内の備品や教材教具等の量（以下，［備品の量］

とする）と，教室内の備品や教材教具等の整備状況（以下，［整備状況］とする）を評

定した。児童生徒の目の高さを考慮して，〔児童生徒の身長一10cm〕の高さ（三脚使用）

から，各学級毎に，教室の前方そして後方，両側面をそれぞれ1枚ずつ計4枚撮影した。

1学級あたり4枚の写真から，その教室における［備品の量］と［整備状況］について，

評定者（現職教諭）3名に表1－1と表1－2に示す基準（5段階評価）による評定を求

めた。各評定者から得られた評定結果を合計（合計の最大値15点）して，［備品の量］

と［整備状況］の測定値とした。よって，その値が概ね12点以上の教室の場合，　備品

が多い’もしくは雑然としている’との印象がもたれたと解釈することが可能である。

評定は平成14年1月に実施した。

表1－1　［備品の量］の評定基準 表1－2　［整備状況〕の評定基準

1点：とても少ない

2点：少ない

3点：どちらとも言えない

4点：多い

5点：とても多い

！点：とても整然としている

2点．整然としている

3点1どちらとも言えない

4点：雑然としている

5点：とても雑然としている

　なお，［備品の量〕および［整備状況］に関する評定者間の評定の相関を表2に，同一

評定者における［備品の量］と［整備状況］との相関を表3にそれぞれ示す。

表2　評定者間の相関

評価者A 評価者B 評価者C

評価者A

]価者B

]価者C

　｝

D609＊＊

D451＊

．395＋

黶
B
4
6
9
＊

．596＊＊

D561＊＊

p

表3　評価者内の相関

上記相関

評価者A

]価者B

]価者C

．541＊＊

D635＊＊

D561＊＊

※　表2：右上〔備品の量1，左下［整備状況］

※　表2，3：無相関検定（df隷2！）　榊二p〈．0！＊：p＜．05　二pぐ10

（2）教室の大きさ

　床の2辺の長さと床から天井までの高さを測定して，教室の4側面の壁面積を算出した。

なお，窓やドァ等もこの面積に含まれる。

（3）児童生徒の実態

①言語発達年齢：津守式・乳幼児精神発達検査の下位検査「言語」もしくは「理解・言語」

　を用いて言語発達年齢を算出する。

②行動の特徴：注意欠陥多動性障害の子どもの行動特徴として尾崎ら（2001）が示してい

　る22件の例をもとに，チェックリストを作成した。担任教師に

　　A：その傾向が顕著に見られる
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　B：その傾向が比較的見られる

　C：そのような傾向はない

　N：児童生徒の発達の状況や実態から評定不能

の基準で全22項目について評定を求めた。この評定をもとに，次のような計算式により，

各児童生徒の多動傾向を示す指標とした。この指標の数値が高くなるほど多動傾向が高

いという評価になる。なお，肢体不自由との重複あるいは響動傾向が著しい児童生徒の

場合（本研究では23事例中2事例がそれに該当），この評定は行わず，結果の処理におい

てもこの評定にかかわる事項は除いて行うことにした。

多動傾向の程度　＝
［Aの総数］×3　十　［Bの総数］×2

22　　［Nの総数］

③その他：生活年齢，身長，知的障害以外の障害の有無，特殊学級の教室使用頻度

（4）担任教師の属性等

①年齢層および教員歴（特殊教育諸学校または特殊学級の経験年数。以下，特殊教育経験

　年数とする。）

②掲示物を含む教室環境の構成の方針や配慮等

川　結果と考察

1．測定尺度の分布

　測定尺度における基礎的な統計量を表4に示す。

（1）掲示物について

　①目的や意図

　　［学校生活（37．4％）］の率が最も高かった。〔学校生活〕に関する掲示物は，児童生

　徒による閲覧だけを意図するものではなく，担任教師がその日の予定や行事予定等を確

　認する際にも活用されているようである。絵や写真などを効果的に利用することで児童

　生徒が見通しをもって学校生活を営めるような配慮が感じられた。［装飾・その他］に

　ついては，秋という季節やクリスマスに関する掲示物が目立った。これは調査期間の設

　定の仕方によるところである。

　　4っに区分した掲示物の率から各学級間の差について考察する。最大値に着目すると

　［装飾・その他〕以外はそれぞれ7割を超えている。掲示物の目的や意図が，装飾よりも

　学習や学校生活に関することに重点が置かれていることの結果であると考えられる。

　　4っに区分した掲示物の率について，小・中学校間で比較すると，それらの比率は等

　しくない（X』15．460df瓢3　p＜．01）。小学校では［学習の確認（31．7％）］，すなわちひ

　らがなやカタカナ，熟語，数的概念などの基礎的な学習の確認に関する掲示物が比較的

　多い。中学校では小学校と比較して［学習の成果（27．9％）ユが多い。中学生になり，学

　習の形態は応用から成果を示すことへと，表現の仕方が移り変わっていくものと考えら

　れる。
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　　表4　測定尺度における基礎的な統計量

基礎的な統計量 小　学 校 中　学 校 小・中学校

測定尺度 平均
標準

ﾎ差
範　囲 平均

標準

ﾎ差
範　囲 平均

標準

ﾎ差
範　囲

生活年齢 9．1 1．7 6～12 13．5 0．8 13～15 ！0．7 2．6 6～15
児
，ppr炉一一蘭眉曜鵬騨，炉一一一、一 F，一一一一冒■一幽冒「牌”簡 ■一－一畠謄冒牌鵬脚曹停”PP”早 一一一一一一置 一一一畠一臨牌隔曹”幣一一一，FP一一，「写一一一一一一置一一一醒一一一一

童 身長 129．8 14．2 100～！55 151．1 9．！ 140～167 137．2 16．2 ！00～167
生 一一一一置 簡苧噌一一一冒■一一一鴨曹鵬，隔停炉一一一 「“囎Pり” ，P一■一F一一一 ■一眉一曽顧哺 「FP一幽一一一一■－冒一・ 辱雫一一－一一一一一一一一一冒■一一一一國

徒 言語発達年齢（月齢） 55．2 22．4 18．0～78．0 70．5 8．9 60。0～84，0 60．5 20．0 ！8。0～84．0

の　・ F辱一一一一一一 ，一一一一－一冒 置■一一曹一冒 ¶”苧PP一一 ，鵬停”，炉 陶鵬暫曽，鵬，曹F学幣P「冒一一一一一■一

属 多動傾向 L9 0．6 0．0～2．8 1．5 0．6 0。9～23 1．8 α6 0．0～2．8

性 雫齢一一辱 ，炉鬼一P一一 －π，P”早P胴一一一一冒 －－騨 ””，，一一一一一一 顧簡囎””曹牌P ，一一一唖一一一一 一噛一眉謄輸噛「辱F一一一一一一一 一一一一冒 曹¶雫炉雫嘩P一一り雫一一一一一一一一一一一一一■一而■簡

特殊学級利用率 73．2 14ユ 48．3～93．1 72．0 1！．9 56．7～9α3 72．8 13ユ 48．3～93。1

同 生活年齢 4、1。 1．lo 2～5。5 3．…o 8噸 2～4．1〔， 4織。 1qo 2～5、ま。

教 停謄炉¶，一F”閉り 鵬【苧P一一一 曹鵬曽「炉り， 一一一雫一 F一一一一一一

師 特殊教育経験年数 4．7 7．5 1～31 1．9 0．8 ユ～3 3．7 6．2 1～3！

数量 13．3 12．1 1～43 12．8 82 2～23 13．1 10．7 1～43
学習の成果 一一一一一一 冒旧暫鵬幣門騨P” 一一・冒曽一曽

率 18．0 ！4．3 1．5～47．8 27．9 23．9 4．0～78．3 21．4 18．3 1．5～78．3

数量 19．9 10．0 6～39 26．0 ！3．7 5～43 22．0 1L5 5～43
門 学校生活 F一一一一一－ ¶停一一一一一 ，戸一騨一■■一一一一一一 卿¶片囎”鵬”ρ騨曹P学一P

的 率 31．7 19．9 7．2～63．8 48．0 18．3 2！．7～80．0 37．4 20．5 7．2～80．0

や
意 数量 29．3 3！．2 ！～！06 9．3 15．0 0～44 22．3 28．0 0～106
図 学習の確認 一“囎脚解暫牌曽早，り戸一一■匿一馳翫π脚－ FF一一一一一一 辱一，一， 一冒髄冒謄曹－静 顧¶需曹胴停悸牌

率 31．7 27．！ 1．4～75．9 12．2 19．8 0．0～58．7 249 26．！ α0～75．9

数量 14．6 ！46 1～54 9．6 15．2 0～45 ！2．9 14．7 0～54
装飾・その他 雫一一一一一冒 “，””P悸 π騨静停曽，”PP 冒噛一鴨”騨酌闇 ，一置一h置一 一一－圃冒冒－

率 18．6 12．5 1ユ～48．0 12．0 ！5．9 0．0～446 16．3 13．8 0．0～48．0

数量 5L7 3L7 13～！！6 43．6 26．6 4～90 48．9 29．7 4～！！6

手作り 一■－噛一簡騨騨 簡胴停，一一P P一一一一一 刷「囎幣苧曹幣 一雫一一一一一 卿り雫ρ一P一一置一一一－置一 愉P学”ρ”F FF一一一一■

率 65．2 12．8 44．4～81．9 71．4 147 40．0～89．！ 67．4 ！3．5 40．0～89ユ

制
作 141 15．7 1～57 4．4 4．6 ！～15 10．7 13．6 1～57
既製品 辱，一一一■，一一一■冒 闇謄曽胴 停「「辱辱雫一一一 P，雫P 一一，一置 ，一一P，F一醒一一冒聖

方
法

率 15．2 8．5 U～30．3 7．7 5．0 2．0～17．4 ！2．6 8．2 ！．！～30，3

数量 ！L2 5．3 0～18 9．6 43 2～15 10．7 4．9 0～18
印刷物 「■■一一一一■ 胴，一一－一一 胴F－F一一一■■國一曾一曹冒「噛顧曹r曽 臼¶PPF雫雫ρ一一一7一 曹曽曹帆髄輸

率 19．6 ！4．9 0．0～50．0 2α9 13．8 7．9～50．0 20．0 14．2 0．0～50．0

数量 19．8 ！4．2 2～54 10．9 9．3 2～26 16．7 13．2 2～54
100cm以下 匿曹¶””” 一「一■一一噛 胴曹雫Pρ「戸FP一一 騨曹一齢「「 ■一一冒一■■噛國騙鞠暫脚牌

率 26．0 13．0 6．4～55．1 21．1 12．4 2．7～40．0 24．3 12．7 2．7～55．1

高
さ

5．9 7．5 0～26 9．4 9．2 0～27 7ユ 8ユ 0～27
200cm以上 ”F，一一一 一一■一一層齢牌w停曽早齢雫 F一一一一■■一一一一■冒冒 ●卿願早”瀞榊轡P臼雫，r一冒聖噛隔簡慌 ””り脚，雫帰ρ一一一一 昌謄層脚髄輸曹闇曽「韓，雫

率 7．7 8．4 0．0～27．7 18．4 16．9 0．0～482 11．4 ！2．8 0．0～48．2
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き
さ
（小・大型の中間ゾ率

，P置一一一一

R5．9

h酬幣“繭鵬

I6．0

”轡P学pr一▼，一r虚一曹一●幽曹‘顧曽曽曹曽榊鵬幣”精牌w

P4．4～629
　　臼
T3．0

F一一一，一置一一■

Q2．2

‘畠‘曹曹曹簡謄”刷囎悸騨P，簡榊臼雫rP騨

@17．3～82，6

甲■一曽曹曹曽

@4！．8

”刷”P炉，P

P9．8

P一一P雫F一一一P醒一一一■■曹一臨曽魯齢

P4．4～82．6
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@0．0～30．0

掲示物の数 77．1 45．7 24～188 57．6 30．5 10～101 70．3 4L4 ！0～188

掲示物の全壁面占有率 12．8 6．7 5．8～29．9 10．2 5．5 3．9～16。9 ！1．9 6．3 3．9～299

備晶の量（第三者評定） 9．9 2．3 6～14 8．0 3．4 3～12 9．3 2．8 3～14

備品整備状況（第三者評定） 7．9 2．7 4～14 7．3 2．9 3～12 7．7 2．8 3～！4
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②制作方法

　掲示物の大半を占めているのが［手作り品（67．4％）］である。この結果に関係して「手

作り品は，教室全体が親しみのある温かい感じになる」という担任教師のコメントが目立っ

ていた。

　小・中学校間で比較すると，制作方法について3っに区分した掲示物の比率は等しくな

かった（κ2＝24．914df＝2　p〈．05）。［小学校（65．2％〉〕より［中学校（71．4％）］の方で，［手

作り品］の比率が高い傾向にある。これに関係して，担任教師から「小学校では，児童と

担任教師の共同作業を通して掲示物にかかわることが多い。一方，中学校では担任教師が

あまり関与せず，生徒が自分の必要とする情報を自分自身で取捨選択して掲示物を制作し

ていく」というコメントを得た。学年進行に伴う掲示物の役割の変化という観点からの分

析も必要なのであろう。

③高さ

　掲示物の高さの平均は133．9cmであった。児童生徒の身長の平均が137．2cmであることか

らも，児童生徒の目線に配慮した掲示がなされていることがわかる。

　小・中学校間で比較すると，高さについて3っに区分した掲示物の比率は等しくない傾

向があった（x2＝7．523　df＝2　p＜．10）。100cm以下の率は小学校（26，0％）の方が，200cm以上

の率は中学校（！8．4％）の方が高いという傾向からも，児童生徒の身長や掲示物の活用目的

に応じた配慮がなされていると言えるであろう。

　200cm以上の率に注目すると，小・中学校とも0．○％という学級があった。200c皿以上の場

所に掲示をしなくても不都合はない，ということを示す結果であろうか。たしかに，児童

生徒または担任教師の身長より高い掲示物が，常に視野に入る位置にあるとは必ずしも言

えない。しかし，担任教師から児童生徒に向けた「大きい掲示物は至近距離で見るより，

やや距離をおいて見る方が見やすいであろう」という配慮や，「めあてのようなものは上

の方に掲げるように掲示したい」という意図は理解できる。教室内に無意図に掲示するの

ではなく，児童生徒の見やすさ，活用頻度などを考慮して，より妥当な位置を決めていく

ことが必要であると考えられる。

④大きさや数

　掲示物の大きさ（［小型］［中型］［大型］の3類型）について，小・中学校間で比較する

と，それぞれの比率は等しくなく（κ2＝7．082df諜2　p〈。05），［小型］と［中型］の率が，

小学校（［小型54．1％］〔中型35．9％Dと中学校（［小型35．8％］［中型53．0％bでほぼ正反対

の結果であった。このことから，小学校の方が，比較的小さな掲示物が多く利用されてい

る実態があると言える。なお，掲示物の数の平均について，小・中学校間に差は認められ

なかった（t＝1．037df瓢21　ns）。

（2）備品について

　［備品の量］と［整備状況］の評定結果の分布を表5に示す。備品が多いとの印象をも

たれた学級が数多く存在する。また，少数ではあるが，雑然とした印象を評定者に与えた

学級も存在する。教室にロッカーや棚などの収納スペースが多いと，その空間を埋める必

要性に迫られるかのように，備品や教材教具等の量が増えていくのかもしれない。これは，

通常の学級として使用されていた教室を，そのまま特殊学級の教室として転用した場合，

その教室に元から備わっていた環境（顕著な例としては，約40人分のロッカーや1人の児
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童生徒が使うには広すぎる床面積）が，そこにものを置くという担任教師の行為を導いて

いると考えられる。担任教師の配慮以前に，教室環境がその教師の行為を導いてしまって

いるのかもしれない。よって，備品や教材教具等が増えていく原因を児童生徒や担任教師

へと単純に帰属させることはできず，教室の物理的な構造という要因を無視し得ないと言

える。担任教師が自身の行為も環境に導かれている可能性を自覚し，教室環境を整えるこ

とが必要と考えられる。

　なお，小・中学校間に差は認められなかった（t瓢1．517df二21　ns）。

表5　［備品の量］と［整備状況］の評定結果の分布

　　　　　　　測定値
ｪ定項目

3～4 5～7 8～10 ！1～13 14

学級数 2 3　　　　　8 9 1

備品の量
評定基準 ←少ない　　　　　　　　　　　多　い→

学級数 2 12 6 2 ！

備品整備状況
評定基準 ←整然としている　　　　　雑然としている→

2．測定尺度間の相関関係

測定尺度問の相関関係について表6に示す。

　　　　　　　　　　　　　　表6　測定尺度間の相関関係

児童生徒の属性等 教師の属性　　　　　児童生徒・教師
@　　　　　　　の属性掲示等等

@の測定尺度
生　華

N　齢
身　長
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（1）掲示物学と児童生徒の実態との相関関係

　①生活年齢との相関関係について

　　児童生徒の生活年齢と［学校生活］との間に中程度の相関（F．409df＝21　p＜．10，

　以下表6の註釈に示した方法で記載する），［装飾・その他］との間に中程度の負の相関

　C．402⇒が認められる。これは，学年進行に伴い，教室を生活主体の場から学習主体

　の場へと変えていこうとする担任教師の配慮からくる結果であると言えよう。

　②身長との相関関係について

　　児童生徒の身長と掲示物の高さとの間に中程度の相関（．608＊＊）が認められる。この

　ことから，児童生徒の身長に即した配慮がなされていると言えるであろう。

　③言語発達年齢との相関関係について

　　言語発達年齢と掲示物の高さに中程度の相関（．443＊）が認められる。言語発達年齢

　の高い児童生徒に対しては，高い位置に掲示物があったとしても，担任教師の言葉がけ

　や指さしなどで注視や確認が可能であろう。一方，言語発達が初期過程にある児童生徒

　に対しては，掲示物の近くまで担任教師が付き添って直接確認を行うことが必要になる

　ため，目線に合った低い位置に掲示されることが多くなるのだろう。

　　言語発達年齢と［備品の量］との間に弱い相関C．361⇒が認められる。言語発達が

　初期過程にいる児童生徒に対しては，様々な教材教具を用いる必要があるということが

　反映されていると考えられる。

　④多野傾向との相関関係について

　　多智傾向と掲示物の数との間に中程度の相関（．434つが，掲示物の高さの平均との

　間に中程度の負の相関C。404つが認められる。この結果は，過剰な量の掲示物もしく

　は容易に手の届く範囲の低い位置にある掲示物が，児童生徒の教室内を必要以上に動き

　回るという傾向に拍車をかけている可能性を示唆する。今後，児童生徒の行為と掲示物

　との機能的な関係についてより詳細に分析しなければならないであろう。

　⑤特殊学級利用率との相関関係について

　　特殊学級利用率と掲示物の数（．137ns）や占有率（一．297　ns）との間には相関は認

　められない。この結果から，特殊学級で過ごす時間と掲示物の量との間に相関関係は存

　在しないことが言える。

（2）掲示物等と担任教師の属性との相関関係

　①教師の生活年齢との相関関係について

　　生活年齢と200cm以上の率との問に弱い負の相関C．357⇒が認められる。これには，，

　担任教師の年齢による体力の差が考えられる。高い位置への掲示は，台や椅子等を用い

　たり，無理な姿勢を持続するなど，労力が少なからず要求される。教師の生活年齢が必

　ずしも関係するわけではないが，比較的体力のある年齢層の若い教師が，高い位置に多

　く掲示を行うという解釈も可能である。

　②特殊教育経験年数との相関関係について

　　［既製品］との間に弱い相関（．396＋）が認められる。［既製品］の多くは［学習の確

　認］に関するものであった。よって，特殊教育経験年数の長い担任教師は［学習の確認］

　に力を注いでいる可能性が高く，掲示物を学習の一環と捉えているとも言える。一般に

　［既製品］より　［手作り品〕が好まれる傾向は否めないが』特殊教育経験年数の長い教
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師は，［既製品コも効果的に取り入れていることがわかる。

lV　今後の課題

　教室環境が児童生徒および担任教師の属性や意図など，様々な要因が複雑に絡み合って

構成されていること，掲示物が児童生徒の身長や言語発達などに即した配慮がなされてい

ることなどが明らかになった。また，児童生徒の多動傾向に拍車をかける可能性を示す掲

示物の実態も明らかになり，児童生徒の行為と掲示物や備品等との関係について質的な検

討をすべきであるという課題を残した。これについては，本研究で行った評価の仕方が，

主に掲示物や備品，教材教具等の物理的な側面および担任教師からの聞き取り調査であり，

教室環境から導かれる児童生徒のあらゆる行為を十分に分析することができなかったこと

による。児童生徒が教室環境をどのように受けとめているのかということを分析するには

継続的な観察が必要であろう。

　教室環境の構成についてその現状を調査する中で，環境刺激となり得るものを整理する

という視点と，周囲の人々の印象を考慮した上での環境整備という視点は，別の次元で存

在しているという印象をもった。調査を行った知的障害特殊学級の在籍児童生徒数が1人

の学級では，特に周囲の人々とのつながりが重要視される。教室環境は単に担任教師と児

童生徒を結びつけるものではなく，特殊学級の周囲の環境ともバランスを保ちつつ構成さ

れなくてはならないことを痛感した。児童生徒のための教室環境，そして学校の一部であ

る教室環境として，その在り方を見つめていく必要がある。

※註）本研究では，法律用語を除き「知的障害」に替えて「特別な教育的ニーズ」という用語を

使用した。教室環境が児童生徒の行為を導くという視点に立つと，教室環境の在り方については，

「知的障害」という枠組みを超えて，環境刺激に敏感な児童生徒，例えば注意欠陥多動性障害や一

部の学習障害等のみならず，多くの児童生徒にも共通して重要視すべき配慮事項と言える。また，

本研究で対象とした知的障害特殊学級の児童生徒は「知的障害」という障害名だけでは理解し得な

い多彩な実態を呈していた。そこで本研究では，より包括的な意味を有する「特別な教育的ニーズ」

という用語を使用することにした。
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